
横浜市廃棄物処理施設生活環境影響調査専門委員会 

 

会  議  次  第 

 

日 時 令和７年２月 27日（木） 午前 10時から 

場 所 横浜市役所 18階共用会議室(なみき 18・19) 

 
 

 
 

１ 議題 

「アイテックグリーンパーク横浜２ 産業廃棄物処理施設設置許可申請」に伴う生活環境の保

全について 
 
 

２ 事務連絡 

 
 
配付資料 

【資料１】産業廃棄物処理施設設置許可申請書（３冊） 
【資料２】施設設置に係る手続きの流れ 
【資料３】「アイテックグリーンパーク横浜２ 施設計画・生活環境影響調査概要」説明資料 
【資料４】「横浜市廃棄物処理施設生活環境影響調査専門委員会運営要綱」 
 



施設設置に係る手続きの流れ

１ これまでの手続き及び今後の予定 

産業廃棄物処理施設設置許可申請 

令和６年11月 11月６日 産業廃棄物処理施設設置許可申請書 受付 

令和６年12月 

産業廃棄物処理施設設置許可申請書の縦覧について 

12月13日 横浜市報にて告示、同日、計２か所にて縦覧開始 

（縦覧場所） 

・資源循環局事業系廃棄物対策課

・金沢区役所区政推進課

令和７年１月 １月13日 縦覧期間終了 

１月27日 当該産業廃棄物処理施設の設置に関し、 

  利害関係を有する者からの意見書の提出期間終了 

令和７年２月 ２月27日  横浜市廃棄物処理施設生活環境影響調査専門委員会開催 

令和７年３月 産業廃棄物処理施設設置許可（予定） 

２ その他関係部署における主な手続きについて 

・建築基準法第 51 条ただし書き（都市計画審議会）

令和６年８月に建築基準法第 51 条ただし書き許可取得

３ 縦覧件数及び意見書について 

縦覧場所 縦覧件数 合計 

事業系廃棄物対策課 ０ 
０ 

金沢区役所区政推進課 ０ 

意見書件数（のべ数） 意見数（のべ数） 

０ ０ 

※廃掃法では、一部の施設（焼却施設、PCB の分解施設など）では、上記のように申請

書の縦覧、意見書の受付（利害関係者が意見書を提出することができる）、有識者から

の意見を聞くことが必要となります。

資料2



横浜市廃棄物処理施設生活環境影響調査専門委員会

№ 項目 スライド頁 説明

１ 事業者・施設計画概要 １～１３

アイテック
２ 協力業者、廃棄物焼却発電設備計画 １４～２１

３ 環境保全対策・維持管理値・情報の公表 ２２～２７

４ 事前ご質問事項回答 ２８～４５

５ 生活環境影響調査概要 ４６～６５

オオスミ６ 事前質問Q＆A ６６～６９

７ 騒音予測式（参考） ７１～７５

令和7年2月27日
アイテック株式会社

資料-３

産業廃棄物焼却処理施設

施設計画・生活環境影響調査概要



事業者概要

項 目 概 要

事 業 者 名 アイテック株式会社

本社所在地
大阪市北区梅田１－１３－１
大阪梅田ツインタワーズ・サウス

役 員
代表取締役会長 前田幸治
代表取締役社長 佐藤英司

創 業 昭和５６年９月１日

資 本 金 ９，０００万円

売 上 高 ２２９億円（令和５年度）

従 業 員 ２，５００名

事 業 内 容 上下水道施設、焼却発電施設等の運転維持管理

本 支 店 本社、東京本店、横浜・名古屋・東北・熊本・その他２１支店
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全国運転維持管理施設数２１０



施設計画概要
項目 概要

設 置 場 所 横浜市金沢区福浦２丁目１５番１６、１５番１７ （金沢産業団地）

敷 地 面 積 ２，６３９．９０㎡

用 途 地 域 工業地域

処理する産業
廃棄物の種類

(16種類）

【産業廃棄物】
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、
繊維くず、動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類
【特別管理産業廃棄物】
感染性産業廃棄物

焼 却 能 力 ７２ｔ/日（３ｔ/ｈ）

焼 却 方 式 ストーカ式

発 電 出 力 １,300kW(常用※、最大1,450kW）、蒸気タービン式

運 転 時 間 ２４時間、３００日/年

余 熱 利 用 計画余剰電力（約740kW)は電気小売業者の㈱エネットに売却予定

排 水 施設排水は炉内噴霧処理

工 期 設置許可証受領後着工、令和８年１０月負荷試運転開始、１２月竣工

4

※経済産業省には
発電所の工事計画
届出済 (1/20)

※平均的な日本家
庭の一日電気使用
量約2,700戸分



主要設備イメージ図

焼却炉 ボイラ 蒸気タービン・発電機

・ストーカ式
・水冷火格子（燃焼部）
・水冷ジャケット＋耐火物構造
・メーカー：㈱アクトリー

・自然循環式廃熱ボイラ
(屋外式)

・メーカー：三菱重工パワー
インダストリー㈱

・メーカー
蒸気タービン：㈱シンコー
発電機 ：西芝電機㈱
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都市計画審議会資料

グリーンパーク横浜
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都市計画審議会資料

グリーンパーク横浜
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12m
12m

都市計画審議会資料
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事業計画地の状況（令和７年１月６日現在）

・現状空地
・コンテナ及び車両置場として使用中横浜市中高層条例に基づく標識
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施設配置計画

事業計画地写真撮影方向
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都市計画審議会資料



交通量・搬出入ルート・台数

搬入車両台数
最大62台/日

（往復124台/日）

交通量調査

№1 約3,300台/日
（市道長浜81号線）

№3 約3,200台
(市道長浜55号線）

№2 約1,000台
(市道柴町109号線）

12生活環境影響調査報告書14,15頁

6時～23時
平日17時間交通量
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水バランスシート
設置許可申請書７

ポンプドレン水 0.3t/h
クーリングタワーブロー水 0.2t/h
ボイラブロー水 0.2t/h
減温塔利用計 0.7t/h

燃焼炉水冷部 2.8t/h
ク－リングタワー 0.6t/h
減温塔 1.3t/h

蒸発 計 4.7t/h



工種 協力業者 所在地
生活環境影響調査 ㈱オオスミ 横浜市瀬谷区

建築工事 大和ハウス工業㈱南関東支社 横浜市西区

焼却発電設備工事 ㈱アクトリー 石川県白山市

14

協力業者・施設完成予想図
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造粒固
化処理

再生土

都市計画審議会資料
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感染性産業廃棄物

380ℓ

1KL 1KL

タンク保管 ：廃油、廃酸、廃アルカリ
屋内保管 ：廃プラスチック類、感染性産業廃棄物等

約425kg/回×７回/h≒3,000kg/h
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火格子面積 :20.3㎡
炉内容積 ：約100㎥

燃焼ガス温度 ：850℃以上
再燃焼室容積：81㎥(再燃焼室1+2)
滞留時間 ：2.1秒(ガス量最大時)
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入口ガス温度：892℃
出口ガス温度：280℃
蒸発量 ：9.5t/h

入口ガス温度：280℃
出口ガス温度：190℃
上水、ドレン・ブロー水、雨水利用

ろ布材質：テフロン
Φ157×6,000mm×312本
ろ過面積：923㎡
ろ過速度：1.0m/min以下

煙突 ：30mH×Φ920
ガス温度：182℃
吐出速度：25m/s以下



排出ガス処理施設（サイクロンの設置なし）

●したがって、今回の排出ガス処理施
設の設備は、「排出ガス冷却装置並び
にバグフイルター及び触媒装置」とし、
サイクロンを設置していません。

20

●横浜市生活環境の保全等に関する条

例施行規則の排出ガス処理施設の設備

基準

「排出ガス冷却装置並びにサイクロン及

びバグフイルター又はこれらと同等以上

の機能を有する集じん装置を設置するこ

と」

●㈱アクトリーの「旋回式再燃焼室」は、
サイクロンと同等の集じん効果（75～
85%)を有しており、大気・音環境課（大
気担当）と質疑応答の結果、「サイクロ
ンと同等の集じん効果を有する」と認め
られました。
令和４年１２月 協議開始
令和５年 ６月２７日 協議終了

サイクロン 旋回式再燃焼室 計画図

設置許可申請書３０
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物資収支

設置許可申請書10-3

3,000kg/h

516kg/h
(水分30%)
約17%

9.5t/h,330℃

185kg/h
(水分30%)
約6%

32,636N㎥/h



環境保全対策

22

項目 環境保全対策の概要

大気汚染 法令等規制値以下による運転維持管理

水質汚濁

事務所棟生活排水：下水放流（汚水管）
施設排水 ：焼却炉内で噴霧処理
構内雨水 ：雨水貯留槽に貯留し減温塔で噴霧処理
（雨水貯留槽がオーバーフロー時は下水放流（雨水管））

交通環境 低公害車導入、エコドライブ徹底、マイカー通勤を極力自粛

騒音・振動・低周波音
騒音・振動主要発生機器は極力屋内設置
防音壁・防音カバー設置
低騒音・低振動型機器採用

悪臭
廃棄物の屋内又はタンク内保管
廃棄物ピット内の空気は燃焼空気として燃焼脱臭
シートシャッター設置による悪臭漏洩防止

粉じん 粉じん発生作業は極力屋内で実施

土壌・地下水汚染 施設内床、ごみピット、汚水貯留槽はコンクリート構造



維持管理値（大気規制値と計画目標値）

項目 排出濃度単位 計画目標値 法・条例による規制値

ばいじん g/㎥N 0.02以下 0.08以下

窒素酸化物 ppm 60以下 250以下

硫黄酸化物 ppm 40以下 95以下

塩化水素 ppm 28以下 430以下

ダイオキシン類 ng-TEQ/㎥N 0.1以下 1以下

23

（注）計画目標値は横浜市及び金沢シーサイドタウン連合連合自治会との協定値



維持管理値（騒音・振動・悪臭）

区分 項目 計画目標置 法、条例による規制値 備考

騒音

午前 8時～午後 6時 70dB 70dB

午前 6時～午前 8時
午後 6時～午後11時

65dB 65dB

午後11時～午前 6時 55dB 55dB

振動
午前 8時～午後 7時 70dB 70dB

午後 7時～午前 8時 60dB 60dB

悪臭 臭気指数
35 35 排出口

15 15 敷地境界線
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各種管理項目測定頻度

区分 場所 項目 頻度 備考

排ガス 煙突

ダイオキシン類 １回/年 ばいじん、燃え殻含む

硫黄酸化物 ６回/年

ばいじん

２回/年

塩化水素

窒素酸化物

炭化水素系物質

排煙指定物質

全水銀

一酸化炭素 連続測定

燃え殻 熱灼減量
１回/月

自主測定

ばいじん 溶出試験 自主測定（鉛のみ）

騒音
敷地境界

１回/月

自主測定振動 点検異常時

臭気 敷地境界、排出口 臭気指数 １回/年

排水 雨水排水口 ダイオキシン類 １回/年 覚書
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大気環境監視項目

26

対策 監視項目 濃度 排出量 焼却量 燃料
使用量

横浜市と
環境保全協定書・覚書締結

硫黄酸化物
窒素酸化物
ばいじん
塩化水素
ダイオキシン類

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

横浜市の
大気発生源常時監視テレ

メータシステムによる焼却量、
ばい煙濃度等の常時共有

焼却量
燃料使用量
酸素濃度
窒素酸化物
硫黄酸化物
塩化水素
一酸化炭素

●
●
●
●
●

●
●

金沢シーサイド連合自治会
と覚書締結

硫黄酸化物
窒素酸化物
ばいじん
塩化水素
ダイオキシン類

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●



情報の公表

方法 項目 頻度

ホームページ

処分量 産業廃棄物の種類、数量
毎月

ばいじん量 冷却設備、排ガス処理設備

排ガス濃度

ダイオキシン類 １回/年

硫黄酸化物 ６回/年

ばいじん

２回/年

塩化水素

窒素酸化物

炭化水素系物質

排煙指定物質

事務所に据置
（翌月末まで）

運転状況

燃焼室排ガス温度

毎月集じん器入口排ガス温度

煙突排ガス一酸化炭素濃度

27



事前ご質問事項の回答

28

処理施設指導係事前説明日 ご質問の回答スライド頁
１月２３日 ２９～３３

１月３０日 ３４～３５

２月 ６日 ３６～３９

２月１２日 ４０～４５

１月２２日 ６６～６９



触媒装置（1/23ご質問事項1/2)

ご質問 回答

触媒装置入口の排ガス
温度は190℃とのことだ
が、通常の触媒だと温
度が低く反応しない。

再加熱などしないの
か？

この温度で反応する低
温触媒は通常より高価
なものになるが、低温
触媒を用いるという理
解で良いか？

１６０℃以上で作動する低温触媒を採用しています。

29設置許可申請書11-22-2



燃え殻、ばいじんの再生を委託する事業者(1/23ご質問事項2/2)

30

ご質問 回答

再生事業者の概要
（どのような事業を営む事
業者なのか、業者名）

産業廃棄物の中間処理（造粒固化）業者
株式会社 疋田建設（奈良県知事許可番号02926074893号）
奈良県香芝市今泉３７１番地の１

再生の方法
造粒固化（燃え殻、ばいじんに特殊固化剤・薬剤等を添加し、混練・
攪拌させ粒状に造粒する処理方法）

不溶化、無害化の方法、
再生材の安全性・安定性
に関する説明

１次品質管理：受入可否検査（燃え殻、ばいじんに含まれる重金属類
の溶出量・含有量試験、固化剤効果テスト）

２次品質管理：再生土の簡易測定(1回/2h)、強度試験(1回/1,000㎥）
３次品質管理：公定法による再生土の溶出・含有試験(1回/日)
４次品質管理：外部分析機関に委託し、土壌環境基準全項目調査

アイテックグリーンパーク
横浜（第一工場）は燃え
殻、ばいじんをどのように
処理しているか具体的に
示して開示してほしい。

アイテックグリーンパーク横浜では発生した燃え殻・ばいじんをフレコ
ンバッグ等で回収・保管後、㈱疋田建設などの中間処理（造粒固化）
業者に処理を委託しています。
㈱疋田建設の造粒固化プラントリサイクルの流れを次頁に示します。
(31～33頁参照）

事業計画書9-05

（2月13日現地確認）



31



32

第３プラントは
第１・第２プラントの改良プラント
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概略フロー

汚泥ピット

汚泥クレーン

混練（ダブルロールミキサー）

（廃棄物＋添加剤）

攪拌（２軸パドルミキサー）

（原料＋添加剤）

原料解砕（解砕ホッパー）

原料均質化（アイリッヒミキサー）

再生土ストックヤード



今回の施設で処理する廃棄物について(1/30ご質問事項1/2)

34

ご質問 回答

今回の施設で処理する廃棄
物の出所はどこか？
市内や市外、その割合等につ
いて

・基本的に関東圏１都６県（東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県）の廃棄物を想定

・廃棄物の受入地域想定割合
横浜市内45％、神奈川県内25％、東京都20％、
埼玉県他10％

45%

25%

20%

10%

横浜市 神奈川県 東京都 埼玉県他



津波の被害予想、対策(1/30ご質問事項2/2)

35

ご質問 回答

津波の被害予想
や対策について
はどう考えてい
るのか

・令和１年の台風１５号で弊社グリーンパーク横浜も受電設備等が約６０
ｃｍ浸水し、約３ヶ月間操業停止。

・今回は敷地が狭く、受電設備を保管庫棟の屋根上（FL＋１０．５ｍ）に設
置。

・横浜市は、令和５年に
「想定し得る最大の高潮、
高波による浸水を防護す
る高さ３ｍの護岸」を復旧。
今後は高波による浸水は
防げると考えています。

・仮に浸水した場合は、ごみピット内廃棄物の流出防止を図ります。

R50419
横浜市記者発表資料

7～8m

復旧前護岸



処理する廃棄物の割合(2/6ご質問事項1/3)

36

ご質問事項 回答

主に廃プラスチック類と
感染性産業廃棄物を処
理するとのことだが、そ
の割合はどのくらいか。

廃プラスチック類と感染性産業廃棄物の処理割合は、廃棄物組成
ベースで次のとおりです。

設置許可申請書10-01-2

廃棄物
組成重量

Kg/h

比率(%)

重量 低位発熱量

廃プラスチック類 600 20.0 38.5
66.8

感染性産業廃棄物 580 19.3 28.3

その他廃棄物 1,820 60.7 33.2 33.2

計 3,000 100.0 100.0 100.0

66.8

33.238.5

28.3

33.2
600

580
1,820 



高潮・津波による浸水対策について(2/6ご質問事項2/3)

37

ご質問 回答

津波や神奈川県
の最新の高潮浸
水想定を考慮し
ているか。
また、浸水時の対
策についても教え
てほしい。

●神奈川県金沢区高潮ハザードマップによると、想定最大規模によ
る本計画地の高潮浸水深の目安は、0.5～3.0m未満となっています。

●令和１年のグリーンパーク横浜の浸水事例を踏まえ、キュービク
ル等の重要施設に関しては保管庫棟の屋根上に設置。また建物の
レベルは、可能な限り高く設定。
●浸水時には、ごみピットのスチールシャッターを閉じて、ごみピット
への浸水と廃棄物の流出防止を図ります。



上水・雨水の年間の運用予測(2/6ご質問事項3/3-1)

38

ご質問 回答

減温塔の噴射水について、
上水・雨水の年間の運用
予測はどのようになってい
るのか。

●減温塔噴霧量＝1.3t/h×24h/日×300日/年＝9,360t/年

●年間降雨総量＝1,657.5mm(生活環境影響調査報告書23頁)

●雨水年間利用計画量＝年間降雨総量×敷地面積×寄与率
＝1.6575m/年×2,639.9㎡×90%
≒3,938㎥/年

●運用予測＝雨水/噴霧量＝3,938㎥/9,360㎥≒42%

●水バランスシート＝雨水量(t/h)/噴霧量(t/h)＝0.6/1.3＝46%

設置許可申請書７

水バランスシートPP13頁



上水・雨水の年間の運用予測（2/6ご質問事項3/3-2)

39

ご質問 回答

雨水貯留槽３００㎥
の根拠は何か、
十分な容量となって
いるか、
上水利用が最小にな
るような設定か。

●計画地に降る雨水のうち、緑地に降る雨は土壌に浸透し、舗装や

建屋の一部は雨水本管に直接排水する計画のため、雨水貯留槽に
入る雨水量としては、敷地面積2,639.90㎡の9割程、2,376㎡の部分に
降る雨水と想定しました。
●横浜市の過去の平均降水量によると、最も降水量の多い9月の降
水量は気象庁のデータによると241.5mmで、1日あたり降水量は
241.5mm/30日=8.05mmです。
●貯留槽に流れる雨水量は、2,376㎡×0.00805m≒19.13㎥、噴射水
の雨水は0.6t/hx24h/日=14.4m3を利用するため、差し引き4.73㎥/日
の雨水が貯留されます。
●２か月間連続運転すると、4.73㎥/日×60日≒284㎥の雨水が必要
になるため、雨水貯留槽は余裕を見て300㎥としました。

●13頁の水バランスシートによると、プラントで使用した上水のポンプ
ドレン水やボイラブロー水の合計量は0.7t/h、減温塔噴霧水量は
1.3t/hのため、不足分0.6t/hを雨水利用量としており、上水利用量が
最小になる設定です。



近隣の状況(2/12ご質問事項1/5)

40

ご質問 回答

(資料p42)(最終
資料p61) No.4
の夜間が基準
値と同値になっ
ているが、西側
には何がある
のか？民間企
業？
近隣の状況に
ついて、地図等
を用いて詳細を
説明して欲しい

近隣案内図：設置許可申請書提出用-02

方向 事業者 事業内容 夜間操業
西側 京急サービス㈱ 建物・植栽管理、植物レンタル 無し

北側 ㈱星医療産器 福祉・介護予防具貸与 無し

北側 ㈱チューブフォーミング 金属管の冷間塑性加工 現状無し



ごみピットや保管庫の構造、搬入、投入（2/12ご質問事項2/5)

41

ご質問 回答

(資料p10)ごみピット
や保管庫の構造、
搬入、投入につい
て図面等を用いて
詳細を説明して欲
しい

●ごみピットへは基本的に搬入車から直接投入、保管庫へはフオークリフトで搬入。

●ごみピット構造：RC造、ピット壁内部鋼板12t（FL-500～3F）
●保管庫構造 ：S造＋ALC(t=150)、内部鋼板6t

設置許可申請書6-08,09

1,500

900

鋼板t=12
3方向 ALC

ｔ＝１５０

保管庫
間口（幅）約14m
奥行 約10m
高さ 約10m
燃え殻中の金属類、梱包
された廃棄物の保管予定

内面鋼板
t=6×4mH



廃液等の保管タンクへの搬入・動線等（2/12ご質問事項(3/5)

42

ご質問 回答

(資料p10,11)廃液
等の保管タンクへ
の搬入もトラック
スケールを用いる
のか？
動線はどうなって
いるのか？
構造、搬入、投入
について図面等
を用いて詳細を
説明して欲しい

●廃液等についてもトラックスケールで重量を計量し、台車・フォークリフト等
でタンク付近まで移動後、手で投入します。
●保管容量は廃油：380L、廃酸・廃アルカリ：1KLで、消費・賞味期限の切れ
た酸性飲料、アルカリ性飲料等を想定しています。

EV用ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ

ｶﾞｽ機器置場
ｶﾞｽﾒー ﾀｰ

燃え殻・ばいじん庫

SF

SE

SD

SC

SB

SA

J2

下部雨水貯留槽
(300m3)

引込柱

94.78

消

1
1
.9
8

倉庫

感染性廃棄物搬入口

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

防音フェンスH3.0ｍ

防音フェンスH3.

防音フェンスH3.0ｍ

防音フェンスH3.0ｍ

10.38

B
R

B
R

B2B1

S3S2S1 S4

受水槽置場

6m

8.
5m

8.5m

1.44㎡
植栽

植栽

植栽

植栽

植栽

植栽

113.49㎡
植栽

26.80㎡
植栽

11.44㎡
植栽

3.03㎡
植栽

21.23㎡
植栽

49.55㎡

(20m3）

23.75

沈降槽
油水分離

地下汚水槽

77.00
灰保管庫

倉庫

前室

WC

19.6

給湯

WC
男性

●事務室

駐車場１台

支線

歩道

L型側溝 W=500

ｶﾞｽ

12
.0
1

K250

NTT:朝日支 L1/S12/1

引込柱ｶﾞｽ杭

ｶﾞｽ

20.733

10
.0
10

26.730

隣地家屋

隣地家屋
隣地家屋

隣地家屋

12
.0
0

1
1
.9
8

隣地境界線 39.876

11
.3
51

隣
地

境
界

線

隣地境界線 33.818

道
路
境
界
線

道路境界線

歩道

19.120

隣地家屋

(事前家屋調査)

(事前家屋調査)
(事前家屋調査)

15番15

駐車場
41
.3
79

市道　柴町114号線

法42条1項1号

ごみピット

トラックスケール

143.75

AKC1135

15番12

隣地家屋

(事前家屋調査)

U

11
m

) 22
.9
65

9m

34m

16m

12000×3000

J1

A2

14
.5
m

隣
地

境
界

線

2200x24002200x2400

荷物用
1500kg

荷物用
1500kg

1
1

0
0
0

3.
2m

8.
1m

保管庫

道
路

境
界

線

A1

水処理装置

制御盤

制御盤

ﾀｰﾋﾞﾝﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ

タンク：設置許可申請書12-05～07

台車・フォークリフト



保管場所から投入する際の臭気漏洩(2/12ご質問事項(4/5)

43

ご質問 回答

(資料p22)ごみピット

の臭気については陰
圧にして燃焼脱臭す
るのは分かった。
他の品目についても
保管場所から投入す
る際の臭気の漏洩に
ついて前２項と合わ
せて説明して欲しい。

●感染性産業廃棄物は、密閉容器に入れたまま直接投入用搬送装
置→固形物投入機→燃焼室へ投入し、臭気の漏洩を防止します。
●廃油・廃酸・廃アルカリはタンクに保管し、ポンプで燃焼室に圧送
噴霧することにより臭気の漏洩を防止します。

感染性産業廃棄物

1kL 1kL

380ℓ



日常点検の内容(2/12ご質問事項5/5)

44

ご質問 回答

日常点検の内容
に関する説明を追
加して欲しい

●日常点検とは法定点検以外の点検を示し、各設備項目に対して毎
日・１週間・１ヶ月・３か月・６か月・１年毎に点検実施の有無を計画しま
す。例えばボイラの点検実施項目・時期は次のとおりです。

設置許可
申請書15-02
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日常点検項目例



調査事項
生活環境影響要因

生活環境影響調査項目
煙突排ガス
の排出

施設排水
の排出

施設の
稼動

施設からの
悪臭の漏洩

廃棄物運搬
車両の走行

大
気
環
境

大気質

二酸化硫黄(SO2) ◎

二酸化窒素（NO2) ◎ ○

浮遊粒子状物質(SPM) ◎ ○

塩化水素(HCl) ◎

ダイオキシン類 ◎

その他必要な項目 ◎

騒音 騒音レベル ◎ ○

振動 振動レベル ◎ ○

悪臭
特定悪臭物質濃度
または臭気指数(臭気濃度)

◎ ◎

水
環
境

水質

生物化学的酸素要求量(BOD)

又は化学的酸素要求量(COD)
○

浮遊物質量（SS) ○

ダイオキシン類 ○

その他必要な項目 ○

生活環境影響調査 調査項目の選定

出典）「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」（平成18年9月 環境省）
※「煙突排ガスの排出」は焼却施設に関する調査項目
○：生活環境影響項目 ◎：本調査で選定した項目

46



生活環境影響調査除外項目・理由

47

調査事項 調査除外理由

大気
環境

大気質

【廃棄物運搬車両の走行】
・運搬車両の最大発生台数は往復124台/日、運搬車両が集中する
国道357号における交通量30,528台/12時間（平成27年度全国道路・
街路交通情勢調査）の0.5％未満
・当該施設への主な搬出入路において実施した交通量調査結果か
ら求めた発生寄与率は1.7～6.0％未満と小さい
・計画地から国道357号までの搬出入ルート上には一般住居が存在
しないため、運搬車両の走行による大気汚染への影響については
除外

騒音
【廃棄物運搬車両の走行】
運搬車両の走行による騒音への影響については大気質同様除外

振動
【廃棄物運搬車両の走行】
運搬車両の走行による振動への影響については大気質同様除外

水
環境

水質 公共用水域への施設排水が無いため除外



大気質予測

予測手法
長期濃度予測
（年平均値）

短期濃度予測
（１時間値）

予測項目

二酸化硫黄
二酸化窒素
浮遊粒子状物質
水銀
ダイオキシン類

二酸化硫黄
二酸化窒素
浮遊粒子状物質
塩化水素

計画地に近い一般環境大気測定局（長浜測定局）の測定結
果を基に、パラメータやバックグランド濃度を設定

48



煙突高さ ３５ｍ

排ガス量（湿り） ３２，６３６㎥N/h

排ガス温度 １８２℃

排ガス速度 ２２．７３ｍ/ｓ

煙突口径 ０．９２ｍ

協定値
(達成数値)

硫黄酸化物 ４０ｐｐｍ

窒素酸化物 ６０ｐｐｍ

ばいじん ０．０２g/㎥N

塩化水素 ２８ｐｐｍ

水銀 ３０µｇ-Hg/㎥N

ダイオキシン類 ０．１ng-TEQ/㎥N

煙突排ガス条件（排ガス緒元）
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煙突排ガス条件時の廃棄物組成と発熱量
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大気質長期予測結果（二酸化硫黄）
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大気質長期予測結果(二酸化窒素)
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大気質長期予測結果（浮遊粒子状物質）

53



大気質長期予測結果（水銀）
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大気質長期予測結果（ダイオキシン類）
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大気長期濃度予測結果

56

項目
最大着地

濃度

バック
グラウンド
濃 度

予測結果

日平均値の
年間98％値
又は年間２％

除外値

評価基準 適否

二酸化硫黄
（ppm）

0.000093 0.002 0.0021 0.004 0.04以下 〇

二酸化窒素
（ppm）

0.000033 0.011 0.0110 0.027 0.06以下 〇

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

0.000046 0.017 0.0170 0.045 0.10以下 〇

水銀
（µg/m3）

0.000069 0.0019 0.0020 - 0.04以下 〇

ダイオキシン類
(pg-TEQ/m³)

0.000232 0.011 0.0112 - 0.6以下 〇



項 目 予測方法
最大着地濃度出

現距離(m)
予測結果 基準値等 適否

二酸化硫黄
ppm

有効煙突高 550 0.0016 

0.1ppm 〇
有煙+DW 460 0.0024 

逆転層(有風) 470 0.0049 

逆転層(無風) 40 0.019 

逆転層崩壊 100 0.0074 

二酸化窒素
ppm

有効煙突高 570 0.00062 

0.1～0.2ppm 〇
有煙+DW 480 0.00088 

逆転層(有風) 490 0.0018 

逆転層(無風) 40 0.0050 

逆転層崩壊 540 0.0024 

浮遊粒子状
物質

mg/m3

有効煙突高 550 0.00082 

0.2mg/m3 〇
有煙+DW 460 0.0012 

逆転層(有風) 470 0.0024 

逆転層(無風) 40 0.0097 

逆転層崩壊 100 0.0037 

塩化水素
ppm

有効煙突高 550 0.0012 

0.02ppm 〇
有煙+DW 460 0.0018 

逆転層(有風) 470 0.0035 

逆転層(無風) 40 0.014 

逆転層崩壊 100 0.0053 

大気短期濃度予測結果
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騒音・振動・臭気調査地点位置図

風上

風下
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現況調査と環境（規制）基準との比較

臭気指数測定結果総括表

振動測定結果総括表（Ｌ10値） 単位：ｄＢ

単位：ｄＢ(A)騒音測定結果総括表（Ｌ5値）

※ 表中の測定値は各時間区分におけるＬ5の平均値

※ 表中の測定値は各時間区分におけるＬ10の値の平均値

59

時間区分 時間 №１ №２ №３ №４ 規制基準値 適否

朝 ６～８時 ４３ ４５ ４７ ４５ ６５ 〇

昼間 ８時～１８時 ４８ ５０ ５０ ４８ ７０ 〇

夕 １８時～２３時 ４５ ４３ ４２ ４４ ６５ 〇

夜間 ２３時～６時 ４２ ４０ ４２ ４４ ５５ 〇

時間区分 時間 №１ №２ №３ №４ 規制基準値 適否

昼間 ８時～１９時 ３７ ３０ ２８ ３６ ７０ 〇

夜間 １９時～８時 ２５未満 ２５未満 ２５未満 ２５未満 ６０ 〇

測定地点 測定結果 風向 風速(m/s) 規制基準 適否

風上 １０未満 南南東 ２．７ １５ 〇

風下 １０未満 南 ２．５ １５ 〇



騒音予測

【予測方法】
音の伝搬理論に基づくモデルによる騒音シミュレーション

※回折減衰、透過損失なども反映
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騒音予測ソフト
工場・事業所業務ビル・建設機械騒音予測システム
Super NOISE(P) ㈱環境総合研究所



騒音予測結果(コンター図)
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騒音予測結果

予測地点 時間区分 現況騒音レベル 将来到達レベル 合成結果 規制基準 適否

№1

朝 43

52.1

52.6 65 ○
昼間 48 53.5 70 ○
夕 45 52.9 65 ○
夜間 42 52.5 55 ○

№2

朝 45

51.6

52.5 65 ○
昼間 50 53.9 70 ○
夕 43 52.2 65 ○
夜間 40 51.9 55 ○

№3

朝 47

51.9

53.1 65 ○
昼間 50 54.1 70 ○
夕 42 52.3 65 ○
夜間 42 52.3 55 ○

№4

朝 45

54.6

55.1 65 ○
昼間 48 55.5 70 ○
夕 44 55.0 65 ○
夜間 44 55.0 55 ○

単位：dB(A)【騒音合成結果】
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振動予測結果(コンター図)
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振動予測結果

予測地点 時間区分
現況振動
レベル

将来到達
レベル

合成結果 規制基準 適否

№1
昼間 37

56.1
56.2 70 ○

夜間 25 56.1 60 ○

№2
昼間 30

54.0
54.0 70 ○

夜間 25 54.0 60 ○

№3
昼間 28

58.6
58.6 70 ○

夜間 25 58.6 60 ○

№4
昼間 36

53.5
53.6 70 ○

夜間 25 53.5 60 ○

単位：dB
【振動合成結果】
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項 目 予測方法 予測結果
最大着地濃度
出現距離(m)

規制基準 適否

臭気指数

有効煙突高 10未満 550

15 〇

有煙+DW 10未満 460

逆転層(有風) 10未満 470

逆転層(無風) 10未満 40

逆転層崩壊 10未満 111

悪臭予測結果

※ 有効煙突高 ： 排ガス上昇高考慮
有煙+DW ：排ガス上昇高とダウンウォッシュ考慮
逆転層 ：上層逆転層発生時
逆転層崩壊 ：逆転層崩壊時

測定地点 測定結果 気温 湿度 規制基準 適否

ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ横浜（風上） 10未満 32.8 53 15 〇

ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟｰｸ横浜（風下） 10未満 32.8 53 15 〇

○建屋から漏洩する悪臭
【類似施設の臭気指数】

○煙突から排出される悪臭
【臭気指数予測結果】
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1/22事前質問 Q＆A(1/4)

Q1：生活環境影響調査報告書109ページの予測対象
設備の騒音レベルについて、防音カバー設置予定の
設備は防音カバー有のレベルか、それとも無しか？

A１：防音カバーを設置予定の設備における騒音レ
ベルは、防音カバー有の値となります。
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1/22事前質問 Q＆A(2/4)

Q2：生活環境影響調査報告書111ページの予測式で「発
生源の音圧レベルからパワーレベルへの変換」があるが、
今回は機側1mでの騒音レベルのメーカー値を元に予測し
ているから使っていないのでは？

A2：予測式に関する記載情報が不足しておりました。
予測式は割愛しますが、
「発生源の音圧レベルからパワーレベルへの変換」は
「室内騒音レベル」を算出する際に用いております。
なお、本予測は、株式会社環境総合研究所の騒音予測ソ
フト「工場・事業所業務ビル・建設機械騒音予測システ
ム Super NOISE(P)」を用いて実施しております。
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1/22事前質問 Q＆A(3/4)

Q3：生活環境影響調査報告書111ページの予測は、全体とし
ては騒音レベル（全周波数域での値）で計算しているようだ
が、回折計算に限っては、代表周波数として500Hzの回折減
衰量を用いているように見受けられる。これは妥当か？
他の周波数で予測結果が大きくなるようなことはないか？低
域の音響パワーが卓越している騒音源の場合、回折減衰量は
より小さくなるため危険側となるのではないか。
詳細の予測は困難であり簡便化せざるを得ないのは分かって
いるので、最終的な予測値が安全側（予測結果が最大となる
よう）になっているかを確認したい。

A3：Ｑ２で回答したとおりとなります。
また、代表周波数の500Hzは透過損失量の設定時に用いた数
値となります。
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1/22事前質問 Q＆A(4/4)

Q4：騒音の予測について、回折は考慮して調査して
いるようだが、透過音についてはどのように考えて
いるのか？資-38,39に使用建材の透過損失が載って
いるだけで、予測に反映されていないようだが？

A4：Ｑ２で回答したとおりとなります。
回折減衰だけではなく、透過損失も予測結果に反映
されております。
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ご清聴ありがとうございました

アイテック株式会社



【騒音予測式】
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横浜市廃棄物処理施設生活環境影響調査専門委員会運営要綱 

制 定 平成 24年３月 30日 資産第２９１４号(局長決裁) 

  最近改正 令和６年８月１日 資事第１３９１号(局長決裁) 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市廃棄物処理施設生活環境影響調査専門委員会（以下「委員会」

という。）の運営に必要な基本事項を定める。 

（目的） 

第２条 委員会は、市長が「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則」（昭和 46 年厚

生省令律第 35 号。）第４条の３及び規則第 12 条の３に定める事項について、廃棄物処

理施設に係る設置等に関する計画及び維持管理に関する計画が周辺地域の生活環境の

保全について適正な配慮がなされたものであるか否かの科学的な判断をするための意

見を聴取することを目的とする。 

（構成） 

第３条 委員会の委員は 10人以内とする。 

２ 委員は、前条に定める事項について専門的知識を有し、当該事項について科学的見地

から判断できる者を選任するものとする。 

 （対象となる廃棄物処理施設の種類） 

第４条 専門的知識を有する者への意見聴取の対象となる廃棄物処理施設は、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行令（昭和 46 年政令 300 号。以下令という。）第５条第１項

に規定するごみ処理施設のうち焼却施設及び同条第２項に規定する一般廃棄物の最終処

分場並びに令第７条第３号、第５号、第８号、第 10号の２及び第 11号の２から第 14号

に規定する産業廃棄物処理施設とする。 

資料4



（会議） 

第５条 委員会の会議は、資源循環局長が招集する。 

 

（意見の聴取等） 

第６条 委員会は、会議の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その

意見または説明を聞くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。 

 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、資源循環局事業系廃棄物対策課において処理する。 

 

附 則 

（施行期日） 

 この要綱は、平成 24年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

 この要綱は、令和６年８月１日から施行する。 
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